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と
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蒙
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賢
金

藝
，
昼
金
，
戯
葦

九
分
孟
羽
楚
課
政

昭
和
三
三
隼
　
三
月

置

八
輩
原
樋
架
績
エ
事
負
担
金

昌
8
、
8
｝
　
一
跨
、
四
　
年
　
九
分
二
鷹

昭
　
二
四
革
　
蚕
月
十
六
日

昭
二
鷹
闘

〃

鎚
綴
蟹
§
亘
嶺
、
§
、
且
単

券
五
三
誰
麟

�
誌
｢

’
　
　
、

計
　
　
　
．

呂
、
δ
O
、
§
8
、
奥
、
裂
洲

⊥
’
　
一
’

一

　
　
　
　
　
　
　
ノ

む
．
す
び
　
轄

以
上
娩
明
し
ま
し
た
一
端
か
ら

し
℃
本
村
離
脱
の
財
政
を
要
約

し
急
す
と
村
民
各
位
の
目
指
す

ゐ
税
其
他
が
如
何
に
本
村
の
財

　
　
．
　
　
／
　
，

　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

廼
ぐ
る
ヨ
月
の
三
組
に
お
き
回

し
て
再
び
農
協
長
の
重
責
を
激

わ
し
ヤ
戴
く
こ
と
に
成
り
ま
し

騨
騒
麓
鰯
累
計

粛
愛
援
と
御
鞭
捲
を
御
顧
い
申

出
げ
る
次
第
で
あ
り
壕
ナ
。

曜
年
〇
十
月
農
協
に
は
入
つ
心

し
て
汎
〃
月
面
め
間
組
合
員
皆

穣
に
越
紹
大
な
る
御
支
援
を
戴

き
ま
し
た
に
も
拘
ち
・
ず
只
無
坦

奮
ど
0
み
を
御
願
㌔
す
’
る
の

み
で
購
う
つ
組
合
員
各
位
の
御

纂
望
に
慮
へ
得
る
事
の
出
來
得

源
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め

る
が
が
回
せ
ら
る
、
の
で
あ
り

ま
し
て
税
行
政
に
た
つ
さ
わ
る

わ
れ
く
は
控
税
力
の
響
動
に

積
極
的
な
施
策
を
購
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
反
面
村
民
各
位

，
農
協
再
建
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
東
郷
農
協
長

瀧
報
魏
魏
．
喉

欝
緊
灘
瞭
覆
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
酬
b

い
て

，
は
納
税
の
重
要
さ
を
充
分
に
誕

臓
し
て
頂
き
そ
の
完
納
を
期
せ

ら
る
ゑ
亭
が
本
村
の
自
治
進
展

に
寄
適
す
る
こ
と
を
承
知
顧
っ

て
今
後
の
協
力
を
切
に
期
待
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
若
　
藤
　
　
　
稔

一
期
肚
會
の
組
繊
其
他
の
事
情

に
よ
り
農
協
本
來
d
使
命
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

ふ
す
る
事
が
出
　
來
得
な
く
な
っ

た
爲
に
組
合
封
組
合
員
は
自
然

と
離
れ
色
々
な
画
に
於
サ
ろ
繊

合
利
用
の
度
合
も
薄
ら
ぎ
農
協

の
輝
螢
も
日
噛
し
に
苦
境
に
お

ち
入
り
や
瓦
も
す
れ
ば
再
起
不

餌
照
の
譜
殿
階
に
豪
で
逡
署
し
居
る

纂
な
獅
薫
煙
の
通
り
で
有
ヴ
ま

サ
ヤ
衛
し
此
O
現
欣
を
三
瀬
し

目
す
れ
ば
我
々
山
衆
輝
濟
に
及

ぼ
す
其
の
惑
影
轡
腰
…
蟹
に
大
き

い
も
の
が
あ
る
ざ
思
い
ま
す
。

ザ
般
緯
濟
朕
態
が
逼
迫
す
れ

ぼ
す
噛
癖
ど
註
疏
稼
弱
体
で

有
ウ
七
的
な
ら
な
い
と
思
い
ま

　
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

轟
懲
3
麺
編
　
象

　
　
　
馨
一
｛
緊
走
κ
轟

’
‘
～
凝
∵
憶
露

　
＼
　
’
　
・
、
、
へ
麟
櫻

　
　
’
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ジ
で
〆

艦
轄
羅
欝
鋒
⑩

も
組
合
爵
昌
の
自
立
精
紳
を
振
起

せ
し
め
る
措
置
で
あ
る
と
意
い

皇
す
、
そ
う
し
た
観
点
伽
ら
致

　
ま
し
て
組
合
員
が
組
合
再
建

へ
の
積
極
的
な
意
欲
を
意
趣
と

す
る
と
共
に
一
面
法
律
で
定
め

ら
れ
ま
し
・
た
再
建
整
備
の
目
標

で
あ
り
遇
す
が
要
ば
自
己
細
金

の
充
足
に
麟
零
す
る
と
思
い
・
ま

す
。
既
の
由
零
三
三
金
φ
調
逮
に

就
き
ま
し
て
は
、
先
に
基
準
令

に
碁
つ
く
堆
養
の
方
法
に
よ
り

目
標
額
毎
定
め
部
落
常
磁
を
通

じ
御
願
を
申
上
げ
た
の
で
有
り

ま
す
が
幸
い
に
致
し
ま
し
て
零

丁
性
を
高
め
又
絶
濟
無
体
と
し

て
村
民
の
経
濟
的
地
位
の
向
上

を
計
る
爲
に
は
ど
う
し
て
も
な

く
て
は
な
ら
ぬ
農
協
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

考
へ
養
す
時
我
々
に
は
如
何
に

か
し
て
農
協
再
建
を
期
さ
な
け

れ
ば
遣
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
に
於
き
ま
し
て
政
府
が
農

業
幅
同
組
合
法
の
諭
部
を
改
圧

し
て
行
政
臆
の
夢
違
椿
を
強
化

し
又
は
組
合
と
組
合
員
の
財
務

を
明
に
す
る
爲
に
財
務
O
基
準

を
定
め
る
政
令
を
公
布
し
て
組

合
財
務
わ
健
全
化
を
徐
か
り
便

に
幾
漁
索
協
同
組
合
再
属
下
備

怯
を
公
布
し
封
欧
的
援
勘
を
張

化
す
る
℃
鳶
に
よ
り
憂
轍
の
全

高
的
客
蕨
欝
徽
を
資
施
せ
ら
る

ム
し
と
な
ど
法
的
に
再
愈
の
方

継
羅
難
癖
駄

細
の
蕊
似
鞭
府
の
臓
駒
盤
鰐

　
　
　
、

会
員
皆
稼
の
御
無
漏
虚
偽
力

㌃
響
凄
占
て
偶
に
、
く
其
の

窟
積
を
上
げ
農
協
癖
直
の
基
礎

は
日
ご
と
臨
き
つ
ム
れ
て
参
り

ま
す
こ
と
は
皆
建
方
と
共
に
悦

び
に
“
堪
へ
な
い
次
「
第
で
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
・
　
．
　
、

色
々
と
申
述
べ
ま
し
た
が
翼
は

　
　
　
　
　
　
　
り

組
合
員
の
自
立
精
岬
、
所
謂
自

己
資
金
の
充
足
に
あ
る
と
思
い

上
す
。
之
と
相
呼
濾
し
て
政
府

の
財
政
的
援
助
を
得
ま
す
な
ら

ぼ
縫
協
の
再
嬉
は
必
・
ず
成
る
と

思
い
聴
す
。

組
合
員
の
事
事
健
全
な
る
幾
協

再
建
の
爲
に
今
し
ば
ち
く
頑
張

ろ
う
で
は
あ
レ
ま
せ
ん
か
。

御
存
し
で
す
か
地
方
税
法
が

　　

@　

@一

秤
�
ｳ
さ
れ
ま
し
れ

　
地
方
税
法
の
改
正
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月

本
紙
第
三
貌
た
於
い
て
、
そ
の

要
点
を
御
知
ら
せ
致
し
恵
し
た

が
、
更
に
昭
和
二
十
六
年
胃
哺
丹

，
そ
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し

た
の
で
三
三
に
御
知
あ
せ
致
し

た
い
と
思
ひ
顕
す
。

　
齢
、
後
牧
の
確
保
に
つ
い
て

　
納
税
者
又
は
、
特
別
徽
牧
義

務
者
が
村
税
を
瀞
落
し
て
い
て

財
産
a
差
押
を
頓
回
れ
る
た
め
に

　
三
者
叉
は
自
分
が
出
贅
し
て

み
る
同
族
禽
肚
（
法
人
税
法
に

規
定
さ
れ
て
あ
る
）
に
隠
匿
し

た
り
著
し
く
低
い
便
格
で
護
渡

し
た
り
し
た
場
合
は
、
有
の
潮

二
者
に
つ
い
て
瀞
納
虜
分
を
し

て
も
村
税
の
撒
…
牧
が
で
音
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の

肘
産
を
譲
り
受
け
た
者
に
村
税

を
順
納
め
凄
せ
る
ヒ
そ
が
で
き
る

や
う
に
な
り
ま
、
し
た
。

　
脚
一
、
後
牧
猫
糠

ω
家
む
よ
う
な
場
合
に
村
税
を

　
　
　
　
　
　
　
も

瑞
三
遠
瓢
磯
鴫

そ
の
困
難
と
認
め
ち
幅
を
限
度

と
し
て
噸
ケ
年
以
内
0
、
期
間
を

限
っ
て
」
徽
牧
を
猫
幽
す
る
こ
と

．
が
で
き
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
，

イ
、
納
税
者
叉
は
特
別
微
牧
義

　
馨
が
ぢ
そ
の
量
産
に
つ
い

　
で
、
震
災
、
風
水
轡
、
落
暫

撃
讐
櫛
慣
嬉
凝
鴨
駄

税
　
　
務
　
　
課
・

　
養
産
を
盗
ま
れ
た
と
き
。

ロ
、
納
税
者
又
は
、
そ
の
同
居

　
の
親
族
が
出
講
忙
か
か
っ
た

　
と
き
。

ハ
も
納
税
者
又
忙
「
特
別
徴
牧

　
義
務
者
が
事
業
を
管
轄
し
た

　
り
や
め
て
し
ま
つ
沌
と
き
。

昌
、
納
税
者
又
は
、
特
珊
徽
牧

　
義
務
者
が
そ
の
事
業
に
つ
い

　
て
、
大
き
な
損
失
を
受
け
た

　
と
き
。
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
②
村
税
の
時
効
は
五
年
で
あ

り
毫
す
が
、
村
税
を
課
す
る
こ

と
エ
な
っ
た
と
き
演
ら
一
年
以

後
に
課
さ
れ
た
税
金
は
加
盟
に

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

ヒ
の
場
合
納
税
論
文
は
、
特
別

鰍
畿
鐸
鑓
謡
講
凱

●

＾
鋸
新
訓
鯉
雛
騨

毒
る
鱒
槍
層
良
臣
ば
賦
裸

践
れ
警
ナ
。
　
　
　
、
　
、

－
牒
親
鯖
準
及
馨

　
　
謀
税
標
準

　
イ
所
得
税
額
、

　
ロ
課
税
継
所
得
金
　
．
な
し

二
二
穏
所
得
金
と
は
紬
牧
町
か

ら
扶
養
控
除
、
醤
礫
一
等
の
雑

損
柴
蝶
除
及
塞
礎
控
除
を
差
引

い
九
三
で
あ
夢
逸
玄
。
　
f

ヌ
、
篠
税
纏
所
樗
金
よ
り
所
得

　
親
旧
を
控
除
し
た
額
縛

　
山
分
の
二
十

出
、
法
人
．
．
税
額
三
三
Φ
十

　
轟
乃
三
百
憂
の
十
オ

今
回
の
改
正
で
法
人
に
一
寸
得

割
が
牒
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
冠

し
た
。
　
　
、

下
路
に
謝
℃
を
＝
幽

　
三
園
か
ら
四
百
園
を
ヒ
え
℃

　
回
す
る
ζ
と
は
で
き
な
争
。

二
重
法
人
又
は
法
人
で
な
い
薩

　
團
財
圏
等
噺
千
二
百
凶
か
ら
，

　
二
千
薗
を
こ
え
て
課
す
る
ヒ

　
と
な
で
黄
な
箏
。
　
　
、

昭
和
二
十
六
年
慶
脅
の
本
村
、

村
民
税
ば
腺
野
臥
準
を
、
ロ
の

黒
税
穂
懸
欝
金
O
、
乾
分
の
十

7

五

経
濟
振
興
に
つ
い
て

本
村
の
鯉
涛
振
典
射
策
を
協
麟
ナ
る

た
め
去
る
六
月
目
冒
継
涛
振
当
鳶
策

委
員
倉
を
開
催
し
て
六
月
以
降
の
主

翼
な
指
導
行
亭
計
査
と
指
導
園
設
置

喋
謙
銑
蹴
鐙
計
器

月
別
　
三
三
計
簑
　
　
　
　
τ

六
禦
騒
麟
欝
田
甥
上
げ

　
佛
　
　
’
．
　
卜
鹸
堤
脚
導
　
．
、

一
　
　
　
　
　
　
　
翻
瞭
鞭
．
箆
ぱ
虻
詳

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

釜

塚

6
脛
　
　
涛
　
　
課

　
ゑ
難
業
塾
計
査

　
廟
工
鴎
傑
懇
談
禽

　
諸
腰
齢
習
會

八
月
　
電
化
計
甕
幽
趣

　
楽
出
荷
準
備

　
指
媒
塙
殴
置
　
　
毛

　
部
藩
帖
餐
婁
』

㌧
鋸
．
村
昆
磁

　
均
一
型

町
回
叢

鋸
譲
㌦

百
分
④
十
八

と
し
身
等
割
を
個
人
㍗
掘
回
忌

属
人
等
ぱ
監
置
イ
皿
瞭
賄
回
し
喚

ま
し
た
。
　
　
　
・
　
　
　
，

六
、
七
六
塾
犠
悦
の
改
正
さ

鴨
雨
漏
離
脚
塗
上

縫
も
鍵
濫
費
鶏
蹟

用
凱
看
誤
税
の
規
定
が
、
鰹
止
さ

れ
．
菟
一
寸
が
、
土
畿
屋
は

そ
軸
ぞ
れ
一
欝
園
で
あ
噛
ま
す

が
償
翻
費
蛮
嚇
冒
一
褐
鳳
に
酬
上

髭
黙
欝
瓢
膿
膿
眺

高
踏
の
申
立
は
凶
必
ラ
文
机
に

ぬ
霧
隷
雛
即
死
竃

極
冠
襲
輪
園
圃

・
位
憾
、
丈
誉
に
議
只
言
と
遷
し

網
期
規
定
も
、
ζ
0
や
7
な
少

　
繰
税
駕
ウ
い
∫
微
、
体
量
を

鰍
　
止
し
国
劇
及
過
料
だ
け
に
な

夢
召
し
た
6
　
嵐
　
　
　
　
・
r

　
　
㌧

　
　
　
　
　
婁

　
　
　
漿
ま
毒

罵
璽

　
　
　
ヤ
　
　
び
グ
ぜ
　
　
の

ト
メ
　
　
．
　
’
碁
七
、
P
ヤ
」

－
制
険
税
嘩

百
分
φ
三
十
，
　
　
　
’

葺
分
の
t
．
》

　
　
㌧

　
（
九
月
以
降
は
次
号
へ
》

一
、
調
劇
馨
計
畳

　
　
．
y
聡
評
：

　　

@　

@
劇
凝
窺
鰹
欝
、
瓢

　
　
　
　
　
　
称
　
し
唖
　
　
　
汽

齢
雪

　
＼

　
　
　
　
が
　
　
　
　
り

　
四
月
二
十
三
日
執
行
の
嘱
望
▲
三
軸

員
、
村
憂
縁
暴
後
第
一
團
の
賃
料

會
は
置
月
八
同
午
的
十
鱒
瓢
郷
村

會
●
事
堂
に
お
い
て
開
曾
燈
も
れ

　
屈
指
二
日
聞
に
亙
っ
て
左
肥
望
羅

　
り
薫
翼
朧
案
を
聯
騰
可
快
し
た
●

漸
「
鵬
長
副
■
長
の
砿
任
に
つ
い

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
●
鳳
の
鞭
纂
に
よ
り
て
弐
O
と

　
　
脚
轟
聾
し
払

　
　
鵬
曇
　
　
薯
加
給

　
　
始
口
髭
　
卿
名
衡
　
・

　
二
℃
鳳
鵬
野
臥
貴
書
様
伽
の
応
酬

　
　
と
饗
任
磐
員
，
の
纏
任
牝
つ
い
て

　
　
露
盤
愈
あ
繊
…
威
に
り
い
て
、

　
　
從
來
本
村
は
暗
黙
、
縄
涛
，
山
林

　
　
の
三
郁
制
を
操
っ
て
い
た
が
今

　
　
圓
の
獄
門
に
よ
り
電
員
に
櫓
員

爾
　
を
み
又
陸
行
傑
例
そ
は
蓮
督
上

熱
闘
諮
俸
讐

　
　
　
　
　
漣

輔
　
　
　
　
　
巽
露

量
臨
時
村
議
魯
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
リ
ノ

　
　
　
　
議
決
事
項
の
．
お
t
ら
せ

　
　
　
も
　
　
帥
／

　
，
翻
委
員
長
　
　
矢
野
　
娼
纈

　
饗
糞
　
　
　
門
内
奄
兎
馬

、
”
　
　
　
三
見
，
亭
市

　
　
〃
　
　
　
　
秘
濾
腰
回

　
　
　
　
　
　
　
熱
＊
覧
癩
轡

げ
蟄
生
肇
馨
，
〆

　
　
喚
員
暴
　
　
鵜
響
岩
喜

　
　
副
凶
刃
長
　
　
矢
轡
　
　
通

　　　　く㌧，鳳

三一　8

　
餐
員

凶
　
．
療

．
ゲ

　
～
” 噛

嚢
わ
：
：

塁
吻
、
　
　
　
隔

　
，
画
林
部
◎
鳳
禽
．
拶
搾
猛

　
・
欝
黄
蓑
＼
；

　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
レ
ハ
ヤ

　
　
璽
二
塁
∵
辮

　
↓
養
　
　
，
賞
．
阯

　
　
短
　
」
込
蔑

　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
に
ヒ

U
　
〃
軋
　

　
歯

　
唖
》
♪
　
礎
ゐ
　
R

【
擁
野
離

八
　
創
實
憂
、
．
　
押

　
，
讐
員
　
　
～
　
a

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
せ
　
　
セ

　
　
ヴ
　
　
ち
　
　
る
　
エ

　
　
”
、
　
　
．

等
盛
狐
瞭
課
題
　
、
、
　
．

　
　
ぶ
　
　
　
　
し
　
　
く
　
　
ト

　
激
村
澱
葺

　
　
中
腰
幾
淵

・
轟
洗
砂

　
　
書
雨
曝
三

異
蓼
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
て
　
　
　
　
　
　
触
・

　
　
セ
　
マ
　
　
　
　
　
　
を
　
ち
モ
ゆ

　
、
’
騨
鳶
に
二
鐵
壌
，
一

　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
ハ
　
セ

　
　
を
点
じ
ビ
い
推
ρ
聖

　
　
勘
駆
引
竃
、
一

　
5
り
洗
回
し
発
“
患

　
　
φ
日
日
に
よ
鍵
歌
八

　
　
と
な
っ
た
た
勲
塒
禽

　
　
高
湿
り
湊
電
L
食
い
　
℃
聴

　　

�
i
羅

　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
．
ひ
諏

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
凶
漁
し
鵡

　b　＼
ず　　だ

子等

　
自
給
肥
料
堆
産
に
つ
い
て

識
蒔
直
か
ら
の
主
競
偏
重
鳶
桟
・
い
時
期
に
ど

磁
響
応
膿
漿
齢
騰
る
奢
奮
鷺

減
耗
し
南
九
州
特
有
の
高
温
多
る
の
で
謡
曲
の
轟

雨
は
之
を
培
醸
し
て
畑
地
の
酸
十
一
月
萢
爵

康
ほ
齢
し
水
田
は
老
朽
化
し
て
迄
に
堆

難
の
堆
加
と
な
っ
た
の
で
鰭
鱒
姻

艀
欝
欝
懇

　　

@　

@
轟
鞍

rず

．漣，

魏



　
　
　
　
漿
転
鍵
。

　　

@
離
層
＋
葦
肇
に
ワ
壁

　
　
欝
塗
燗
は
統
制
を
微
慶
す
る
方
針

　
　
　
翠
霞
ん
「
だ
と
遣
ろ
三
月
衆
議
院

　
　
　
，
で
は
通
過
し
た
が
参
議
院
で
否

資
　
　
　
決
と
な
．
つ
た
。
齢
し
政
府
は
頭

、
群
智
方
針
を
捨
て
す
臨
鷺
會

　
　
　
に
於
て
衆
参
爾
院
協
議
會
に
下

直
三
門
に
冠
り
切
ら
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
が
又
決
裂
と
な
っ
た
の
旭
政
令

鷹
、
、
誌
㍑
簸
騨
懇
醜

　
　
・
れ
署
し
た
、
9
両
し
警
護
の
食
糧
、

　
7
二
　
事
情
と
四
園
の
諸
情
勢
は
之
と

　
　
，
反
尉
に
ぐ
ん
孟
＼
と
統
制
の
張

　
　
焦
．
闘
え
と
引
張
っ
て
行
遷
町
制
買

　
　
　
上
げ
を
實
施
す
る
こ
と
に
な
り

曜
　
　
五
月
二
十
九
日
に
は
作
況
調
査

　
　
　
官
（
食
糧
聴
買
入
課
）
が
來
縣
、

　
　
　
し
て
作
況
を
調
査
さ
れ
六
丹
七

　
　
　
日
曝
縣
別
、
個
別
折
衝
が
開

∵
”
雛
昨
蕪
欝
跡
軸
距

　
　
　
西
面
…
縣
調
整
委
が
上
京
申
で
あ

　
　
　
り
六
万
二
十
五
日
が
湊
供
出
割

　
　
　
當
の
知
事
會
議
と
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卿
　
　
　
農
林
省
に
湿
て
は
昨
年
度
買
上

　
　
　
費
八
二
七
萬
石
に
軽
し
本
年
は

ン
駆
　
八
八
O
万
石
分
の
買
上
費
を
計

　
　
　
上
し
て
居
り
既
刊
の
値
上
り
に

　
　
　
よ
る
買
上
げ
減
を
見
越
し
で
も

　
占
1
吊
　
昨
年
の
補
正
割
…
寓
よ
り
下
廻
る

　
　
，
割
當
と
は
膿
む
れ
な
い
の
で
割

・
㌘

，
巡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
．

凝
議
に
ク
φ
で
、

瞥
敏
重
は
決
扇
島
て
居
な
い
於

業
曝
を
許
ざ
な
い
状
態
に
あ
る

の
で
先
般
の
郡
内
町
村
町
回
に

於
て
も
郡
の
特
殊
事
情
を
具
し

縣
に
陳
情
さ
れ
た
の
で
あ
る
が

ポ
年
度
避
難
の
基
礎
有
爵
は
総

司
令
部
と
の
莞
書
に
よ
っ
て
農

林
省
統
計
事
務
所
の
調
査
一
本

立
と
な
っ
た
た
め
縣
の
調
査
敦

・
宇
と
相
．
當
の
開
き
が
あ
る
の
で

之
σ
調
整
に
は
蘇
も
村
も
現
在

努
力
し
て
居
る
－
の
で
あ
る
が
量

的
に
は
昨
年
の
補
正
程
度
以
上

は
望
ま
れ
な
い
め
で
妻
の
あ
る

内
に
早
目
に
供
出
さ
れ
る
こ
と

が
從
來
の
糠
な
苦
し
い
供
出
か

ら
逃
れ
る
唯
噛
の
道
で
あ
る
と

．
．
雛
縫
臓
雛
纏
蓋
わ
磯
邸
ぜ
れ

二二％年8丹25盲（4＞

れ
た
が
後
期
牧
穫
鋼
伽
天
候
に

謀
ま
れ
牧
穫
調
整
鍵
順
調
に
経

了
旧
穀
實
は
實
に
続
露
で
あ
っ

た
が
案
外
牧
穫
は
少
な
極
っ
た

・
と
云
ふ
の
が
本
村
ρ
旧
情
で
あ

り
頭
初
の
新
聞
等
の
報
導
が
前

述
の
通
り
で
あ
っ
た
た
め
供
出

に
回
し
て
關
心
が
薄
ち
い
だ
感

麗
勧
讐
賭
。
の
路
韓

を
華
ザ
て
食
糧
増
産
興
置
数
助

が
展
開
遷
れ
て
居
る
姦
計
遽
の

護
齪
鷲
弱
齢
醜

情
を
御
了
承
下
さ
い
ま
し
て
彊
．

力
な
三
日
を
受
け
る
ヒ
と
な
く

自
聖
賢
に
早
目
に
供
出
致
し
ま

せ
う
。

郷
土
誌
編
纂
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郷

　
村
民
の
皆
さ
ん
此
度
郷
土
誌

の
編
纂
を
思
い
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
郷
土
誌
の
編
纂
と
い
う
と

と
は
困
難
な
仕
事
で
あ
り
な
が

ら
も
着
手
致
し
ま
し
た
。
「
・

　
村
民
の
皆
さ
ん
、
郷
土
に
あ

る
輔
木
一
石
皆
な
つ
か
し
い
も

の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

こ
ん
な
も
の
を
見
る
に
つ
．
け
て

も
私
共
．
の
此
先
の
生
活
は
ど
ん

な
だ
っ
た
る
う
か
、
東
郷
村
は

土
誌
編
纂
委
員
會
噛

’

ど
の
や
う
に
遡
り
繍
偶
づ
て
來
た

の
だ
ろ
う
か
う
文
盆
が
参
り
ま

し
て
盆
踊
り
噸
が
あ
り
ま
す
と
一

体
い
つ
ご
ろ
起
つ
た
の
だ
ら
う

か
比
木
の
棘
の
お
祭
が
く
る
と

ど
う
し
て
こ
ん
な
長
い
祭
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
・
ど
う
し
て
東

郷
村
と
關
係
が
あ
る
の
か
、
オ

ゴ
か
ゴ
や
子
洗
の
地
名
や
紹
瀬

0
行
事
等
は
ど
ん
な
い
わ
の
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
等
澤
山
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

騰
鑛
灘
灘

　　

@
川
愛
護
に
つ
い
て
．

本
年
も
藁
葺
の
季
節
を
間
近
に
．
《
こ
れ
は
野
鼠
や
も
ぐ
ら
の
棲

控
へ
災
害
の
置
生
及
聾
児
す
る
　
　
息
を
助
長
す
る
か
ら
で
す
）

ζ
と
が
豫
想
せ
ら
れ
ま
す
の
で
二
、
護
岸
の
石
張
石
積
、
蛇
籠

災
害
螢
生
は
正
確
黙
念
に
役
場
　
　
詰
石
の
離
脆
弛
綾
を
生
じ
た

に
知
ら
せ
で
下
さ
い
。
同
時
に
．
時
は
直
に
適
露
な
る
石
で
補

水
魔
の
跳
梁
を
撲
手
傍
観
す
る
．
修
す
る
こ
と

ヒ
と
な
く
卒
素
細
心
の
注
意
鼻
三
、
護
岸
堤
防
に
生
え
た
雑
草

不
正
の
手
入
に
よ
り
被
害
を
最
」
を
狼
り
に
刈
取
ら
ぬ
ご
と
又

少
二
度
に
喰
止
め
得
ら
る
、
方
　
　
は
襲
発
し
て
根
張
り
を
傷
め

策
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考
迄
に
　
　
ぬ
ヒ
と

申
上
御
協
九
を
願
ひ
ま
す
9
ヌ
四
、
前
項
の
内
補
修
の
爲
多
額

直
接
闘
係
者
ば
か
り
で
な
く
・
一
　
！
の
費
用
を
件
ひ
若
く
は
特
別
．

般
の
方
も
是
非
御
協
力
を
お
願
．
の
技
術
を
婆
す
る
と
き
は
役

ひ
即
し
ま
す
。
．
　
　
、
．
場
に
三
七
下
さ
い
ρ

一
、
河
川
敷
地
堤
防
に
塵
芥
を
河
川
愛
護
は
國
土
の
守
り

捨
て
ぬ
ヒ
と
∵

㎡
輿睾

河
近
く
住
民
罎
力
れ
亨
瓢

去
る
昭
和
二
十
六
年
六
月
八
日

第
十
通
常
国
訓
を
通
過
し
た
内

今
年
は
萎
の
牧
穫
に
は
天
侯
に

恵
ま
れ
調
整
も
順
調
に
進
み
ま

“
し
た
が
田
槌
に
は
用
水
不
足
の

場
所
が
国
籍
施
る
檬
で
あ
る
。

食
粗
δ
檜
産
確
保
は
私
達
農
民

の
義
務
で
あ
り
私
蓮
の
家
庭
脛

濟
の
聾
す
う
で
あ
る
か
ら
ζ
ん

な
年
で
も
牧
穫
に
影
響
が
少
い

よ
づ
に
栽
増
を
考
え
な
け
れ
ば

な
．
ら
な
い
の
で
灌
慨
用
水
不
足

の
場
所
は
今
年
は
こ
ん
な
．
ふ
う

に
田
植
を
致
し
ま
せ
う
〇

　
一
、
．
時
期

田
植
の
適
期
は
苗
齢
七
飯
前
後

で
六
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
寺
田

で
は
七
月
上
旬
ま
で
讐
あ
る
が

降
雨
さ
．
へ
あ
れ
ば
こ
の
水
を
逃

さ
な
い
檬
に
貯
え
直
ぐ
田
植
を

す
る
方
が
よ
い
。

．
二
、
代
掻

稻
ば
水
田
の
中
で
育
っ
て
居
る

が
稻
の
根
は
呼
吸
し
て
馨
か

ら
塞
忍
荊
の
流
癒
が
必
婆
で
あ
る

　
塾
　
　
　
　
・
．
・
　
亨

代
掻
は
軽
く
塊
が
幾
分
あ
る
方

が
三
三
の
流
通
が
よ
く
機
根
が

早
風
植
痛
み
も
少
く
活
着
が
早

い
の
で
有
効
分
国
も
多
い
か
ら

水
持
ち
の
よ
い
田
で
は
代
掻
は
，

鯉
く
行
ひ
代
掻
の
水
を
節
約
し

て
少
し
で
も
廣
い
面
積
に
植
付

け
る
檬
に
す
る
ヒ
と
が
必
要
で

あ
る
噂

今
年
の
田
植
に
つ
い

　
三
二
假
植

苗
か
ら
見
た
田
棺
の
短
期
は
苗

．
齢
七
齢
前
後
（
苗
齢
と
ば
籾
か

ら
芽
が
出
る
と
釜
初
め
の
二
葉

は
不
完
詮
な
小
葉
が
出
て
三
放

目
か
ら
完
全
な
葉
が
出
る
の
で

＼
此
の
完
全
な
業
を
蓄
え
て
一
葉

を
幅
．
齢
と
云
ふ
）
即
ち
四
〇
日

乃
至
四
五
日
苗
位
で
あ
る
。
五

や
日
を
越
え
る
乏
下
櫛
抽
死
し

　
　
［

、　ン“曹．

，顧

て
牧
穫
が
甚
だ
し
く
滅
少
す
る
場
合
最
も
や
り
易
い
注
油
臨
除

の
で
五
〇
日
を
限
度
と
し
て
一
　
は
水
不
晃
に
よ
っ
て
實
施
困
難

追
水
の
あ
ち
田
に
假
賦
し
て
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
上
現
在
の
甘
油
事
情
で
は
大

雨
を
待
っ
て
本
植
す
れ
ば
七
月
焚
生
に
備
え
る
程
の
石
油
の
確

一
杯
は
大
き
な
減
少
は
な
い
（
保
は
困
難
で
あ
る
か
ら
β
H
C

農
業
試
験
場
の
成
績
で
も
八
五
か
D
D
誓
乳
剤
に
よ
る
甑
添
書

％
の
牧
穫
を
急
げ
て
居
る
）
、
の
外
・
万
法
は
な
い
事
に
な
り
現
在

で
今
年
の
檬
に
水
の
少
い
年
に
村
内
保
有
の
撤
粉
機
噴
霧
機
で

は
醜
行
し
て
よ
い
方
法
で
み
る
は
如
何
と
も
し
が
た
い
の
で
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
期
関
中
に
萬
難
を
排
し
て
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
て
五
、
羅
の
転
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
の
生
育
期
間
中
水
の
最
も
必

騰
灘
灘
灘

に
し
な
け
れ
催
な
ら
な
い
。
　
い
水
で
襲
爵
の
安
定
を
計
る
ヒ

革
勉
の
年
に
本
畷
に
」
生
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
必
婁
　
　
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦

住
民
登
録
法
が
公
布
ざ
れ
ま
し

た
。こ

の
法
律
は
市
町
村
忙
於
い
て

そ
の
住
民
を
登
録
す
る
こ
と
に

よ
つ
で
、
住
民
、
の
居
住
關
係
を

公
認
し
、
．
そ
の
日
常
生
活
の
利

便
を
圖
る
と
と
も
に
當
時
人
ロ

の
釈
況
を
明
か
に
し
、
各
種
行

政
事
務
の
適
正
で
簡
偲
な
無
理

に
資
す
る
ζ
と
を
周
的
と
し
た

も
6
で
あ
り
ま
す
。
　
●
．

工
事
柵
度
ぱ
延
べ
℃
眉
出
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
市
，
町
村

は
ζ
の
爲
に
住
民
票
を
作
成
し

本
籍
を
有
・
ア
る
も
0
と
否
と
に

か
亀
む
ら
・
ず
、
市
町
村
の
旺
域

に
居
住
す
る
者
は
全
部
世
帯
を

軍
位
と
し
て
作
ら
れ
ま
す
。

轄
三
韓
出
動
σ
他
異
動
等
わ
、

届
出
又
は
職
事
に
よ
っ
て
納
べ

て
記
載
さ
れ
る
騨
で
す
p

ヒ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す
と

地
方
行
政
中
の
、
配
給
計
登
』
．

箪
齢
鬼
童
鯛
査
、
選
躯
統
計
事

務
ぽ
勿
論
蓋
置
捜
盛
観
O
暢
食

嶺
謁
し
卸
量
巻
　
置
数
趣
重
嶺
す

認
φ
　
　
　
　
・
鐵
鷹

　
ぱ
　
　
　
　
　
ヒ
サ
ギ
エ
の

．
Ψ
毒
る
謡
扇

、
各
凶
行
聴
薗
の
峯
務
0
1
簡
素
．
口

悪
の
の
灘
羅
報

知
二
十
七
年
七
月
一
日
迄
の
聞

　
魁
婁
．
致
．

と
ま
に
准
づ
喝
い
宝
ナ
a
で
．
幽

實
隠
的
，
取
載
に
つ
い
て
は
判
明

次
第
お
知
ら
せ
す
る
ζ
と
に
し
，

ま
ず
。

峯癒

農
業
委
員
會
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　
選
學

本
年
ヨ
月
一
二
十
一
日
法
律
第
八

十
八
號
を
も
つ
て
農
業
委
員
會

法
が
公
布
施
行
に
な
り
ま
し
た

ビ
の
法
律
は
農
業
生
産
力
の
酸

・
展
及
び
農
業
輝
誉
の
合
理
化
を

圖
り
濃
民
の
地
位
の
向
上
に
寄

與
す
る
た
め
都
道
府
縣
及
び
市

町
村
に
農
民
の
代
重
機
闘
と
し

て
漉
業
委
員
會
を
般
け
そ
め
所

掌
事
務
の
範
園
及
び
組
織
を
定

め
る
ζ
と
を
目
的
と
し
，
制
定
捧

れ
た
も
の
で
み
蔓
ま
す
。
　
，
．

從
來
農
民
の
民
主
的
な
代
表
槻

開
と
し
て
農
地
季
員
會
」
興
業

調
整
委
員
會
及
び
農
業
改
良
委

畠
3
同
の
組
織
が
設
置
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
著
し
い
成
績

を
牧
め
て
き
た
の
で
あ
り
塾
す
．

．、

ｪ
そ
の
所
掌
事
務
の
範
園
が
限

定
せ
ち
れ
働
事
に
重
連
を
も
た

な
い
ま
亀
活
動
す
．
る
の
で
あ
っ

て
は
今
残
の
農
村
行
政
が
要
求

す
る
農
民
の
代
表
旧
聞
た
り
侭

な
い
憾
み
が
あ
る
、
そ
こ
で
こ

れ
等
の
委
員
會
の
・
機
能
を
統
合

整
備
し
て
農
業
委
員
會
の
一
日

頃
と
し
て
新
ら
し
く
稜
足
さ
せ

地
方
公
共
困
体
の
行
う
農
業
施

策
の
上
に
直
接
農
．
民
の
聲
を
反

謄
難
路
羅
磁
器

う
と
い
う
の
が
本
法
制
定
の
趣

．
旨
で
あ
り
ま
す
。
以
下
こ
の
、
逡

畢
に
つ
い
て
走
り
急
ぎ
必
要
．
な

事
項
を
お
知
ら
せ
致
し
逮
す
と
・

家
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
o

O
投
累
日
．
，
・

　
市
町
村
農
業
．
委
員
會
委
員
・
の
．

選
皐
は
來
ゐ
紺
丹
二
十
日
に
執

行
せ
ら
れ
ま
す
。
投
翼
所
は
四

月
の
地
方
叢
華
時
と
同
檬
村
内
．

一
〇
ケ
所
で
あ
り
ま
・
す
が
投
票

時
宜
が
．
午
前
九
時
か
む
午
後
五

博
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
．

縣
曇
憂
押
縁
禽
委
員
む
逡
華
菰

二
心
旨
噸
垂
れ
て
八
月
二
十
画
．
日

に
執
行
せ
ら
れ
竺
す
ぷ
ζ
の
謹

華
は
當
還
し
た
委
員
塗
が
投
標

．
す
る
の
で
あ
勃
’
凄
↓
て
嚇
、
穀
有

二
者
に
と
っ
て
紘
潔
凝
口
口
撫

　
謬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
．

に
つ
、
い
て

い
う
ヒ
と
に
な
り
ま
す
。

O
委
員
の
定
敏

：
．
委
億
【
は
階
肝
制
が
農
止
せ
ら

れ
逡
鋸
に
よ
る
委
員
が
十
五
人

村
長
の
逡
任
に
よ
る
委
員
が
五

人
計
二
十
人
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
テ
。

O
村
農
高
委
員
會
婁
員
の
悪
霊

、
高
著
三
蓋
楕

．
本
村
に
佳
所
を
有
す
．
る
年
冷

滞
二
〇
年
以
上
の
者
で
一
反
歩

以
上
の
農
地
を
耕
作
又
は
経
螢

し
て
い
る
岩
及
び
．
そ
の
伺
居
の

親
挨
叉
は
そ
の
配
偶
者
（
内
縁

開
係
を
除
く
）
で
年
聞
お
、
む

ね
六
十
日
以
上
農
耕
稽
業
に
從
・

事
し
て
い
み
と
村
農
業
動
員
．
脅

（
今
回
楼
農
地
倭
農
念
い
が
調

め
ぬ
者
で
あ
り
年
金
の
算
定
に

つ
い
て
は
逡
臨
時
の
場
合
邊
華

人
名
簿
確
定
日
（
七
月
十
五
日

〉
を
も
っ
て
被
匙
華
搬
忙
つ
い

て
微
逡
皐
の
期
日
（
七
月
二
十

日
〉
を
も
っ
て
算
定
す
る
と
い

・
う
こ
と
に
な
っ
て
お
レ
ま
す
o

O
邊
箏
人
名
簿

　
逡
畢
人
名
簿
調
製
の
た
め
の

逡
華
横
画
格
調
査
期
日
は
六
月

一
良
で
み
り
ま
し
て
各
農
家
志

下
層
別
に
政
令
で
定
め
ら
れ
た

檬
式
の
申
読
書
を
沸
月
一
日
越

ら
六
月
五
位
ま
で
に
村
の
農
地

委
員
禽
に
提
出
す
る
迄
と
に
な

っ
て
需
ウ
醜
に
皆
さ
ん
は
そ
の

申
請
書
を
提
出
し
て
お
ら
れ
，
ま

す
ζ
の
申
請
に
基
い
て
至
重
管
．

理
委
員
會
は
七
月
一
・
目
ま
で
に
名

簿
を
調
製
し
七
月
昌
日
か
ら
毛
丹

六
憤
ま
で
五
日
聞
役
場
熾
備
付

け
，
一
般
選
學
人
の
縦
覧
に
供
し

引
す
が
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
な

い
人
は
批
聚
が
出
国
な
い
こ
と

は
何
時
の
選
畢
も
同
糠
で
あ
り

ま
す
西
名
簿
登
載
に
つ
い
て
の

異
臓
Φ
申
1
．
期
間
は
名
簿
縦
覧

期
土
中
で
あ
ウ
ま
す
か
も
間
違

い
の
な
い
際
に
凋
願
い
し
ま
す
．

○
逡
嚢
の
告
示
並
立
候
櫨
星
羅

，
材
の
農
粟
委
員
②
黎
傘
告
一
不

偏
拭
雨
月
竃
＋
餌
響
働
ヶ
擾
す

鍍
⑫
暑
縦
桐
胴
窟
乱
筆
趨

　
　
　
亀
　
　
．
ト
謹
　
　
㌧
・
　
　
’
．
し

　
　
　
　
　
　
　
　
．
こ
㌧

　
　
　
ξ
、
　
　
」

く
　
も
讃

　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
・
又
遭
畢
転
筆
羅
繕

搭
夷
に
二
君
と
か
或
は
佳
所
覇
．

間
画
二
ヶ
月
等
の
要
件
を
必
嬰
と
・

し
ま
せ
ん
。
落
蓋
の
点
が
普
蓮

の
工
員
、
委
員
牽
長
の
潟
軍
毫

塗
っ
て
お
り
ま
す
。
し
ム
し
そ

の
他
は
邊
癌
・
江
島
の
制
限
等
若

「干

ﾉ
和
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

．
大
し
ぬ
相
違
は
あ
》
ま
せ
ん
。
、

．
0
投
累
の
方
法
そ
の
他
．

　
本
邊
皐
は
公
職
逡
説
法
を
準

用
遷
れ
て
お
り
投
票
聴
聞
の
単

産
磐
鯖
麹
醜
濃

麟
會
の
議
員
、
委
員
↓
長
の
逡

華
と
知
遇
で
あ
り
ま
し
て
投
票

の
方
法
に
う
い
て
ば
や
は
り
添

在
者
投
票
も
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
お
ウ
ま
す
。
以
上
マ
簡
車

に
農
業
委
員
含
委
員
の
邊
學
に

つ
塾
て
の
晩
明
を
経
り
ま
す
が

と
0
逡
冷
寒
普
通
の
逡
畢
乏
遮
．

つ
て
お
り
又
今
回
が
愉
じ
め
て

の
逡
華
で
も
あ
り
ま
す
の
で
色

々
と
疑
問
の
点
も
あ
る
事
と
考

え
毫
す
，
不
明
の
点
な
ど
う
ぞ

御
遠
慮
な
く
村
農
地
委
員
舎
な
、

り
逡
華
管
理
蓉
會
へ
御
聞
合

せ
下
き
い
。
．

　
　
京
郷
村
逡
講
演
理
委
員
會

　
　
業
繋
憂
地
委
員
會

　
　
農
地
の
交
換
分

　
　
合
始
ま
る

　．

_
業
経
瞥
Q
合
理
化
を
目
指

し
て
、
昨
年
度
が
ら
噂
部
め
町

村
で
．
交
換
分
合
が
行
わ
れ
で

る
る
が
本
村
も
二
十
六
年
度
の

實
施
町
村
と
し
て
縣
躍
り
指
定

を
受
け
一
八
O
町
歩
の
事
業
を

施
す
ζ
と
に
な
っ
た
。

　．

{
年
度
濫
悪
部
落
は
最
も
寛

施
上
の
三
三
．
を
備
え
た
鶴
野
内
．

と
朋
坂
翻
落
に
決
定
し
是
に
た

つ
さ
わ
る
役
員
（
尊
慮
委
員
も

）
決
り
、
去
る
五
月
二
十
黒
日

「
に
第
一
回
④
計
叢
糞
員
．
奮
を
開

、
催
し
て
雨
地
笹
ρ
委
員
長
選
出
昌

幾
∴
、

嬉
た
る
撰
の
舗
議
論

綿
蟹
門
地
獲
峯
藝
癒

・
瀦
叛
織
臓
∵
　
　
　
『
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
齢
　
・

．
，
云
重
工
叢

評
選
守
門
、
舜
、
．

　
一
．
冷
鵜
野
内
藤
賦
－
；
㌧
む
・
り

．
六
型
伶
騰
壷
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
コ
ニ

　
七
月
　
唱
分
の
｝
、
以
訟
．

　
．
柄
漏
瞬
査
陶
拝
読
、
㎡

　
．
八
月
、
交
宜
墾
騨
盛
捕
薩

　
　
こ
以
上
の
同
意
、
肱

　
九
月
計
養
構
図
愚
醜

・
輔
O
夕
嵐
覚
，

　
・
＝
月
異
麟
⑳
決
簿
蜥
．

　
　
「
可
申
請
．
認
可

こ
壼
㌫
施
の
葺
“

　
六
耳
．
糟
麗
者
調
査
、
、
∴

・
七
月
・
昌
分
．
の
騨
以
よ
の
訊

三
嚇
月
耕
地
協
r
．
（
詞

　
　
　
　
　
ダ
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
メ

　
一
二
月
耕
蜘
　
　
　
．
沸
．

縞
　
　
地
調
査
、
紹
，
・
奮
鞠
、

£
、
一
月
交
換
操
作
－
葦

　
　
以
上
の
同
意
　
　
　
鼠

艇
請
細
縷
定
型
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　、

｢
月
異
議
の
決
定
、
鱒
．
螂
．

馬
鱗
軽
羅
勘
滋

　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
「　

　
　
　
　
浬
　
　
　
　
、
r
農

‘
．
編
輯
後
払
く
藤

▲
「
ヘ
ニ
村
報
が
で
、
怨
a
，
．

あ
」
．
・
「
噂
体
全
体
左
雪
目

∫
み
る
の
か
」
『
お
轟
唱
鰹
”
縮
．

も
換
ろ
導
く
耗
」
　
－
　
　
臨

よ
ぐ
ご
の
よ
う
な
鷺
璽

ま
す
「
で
き
れ
ば
縫
冑
姿
“
蝋

羅
麗
錨

な
い
つ
仕
方
が
な
炉
の
響
割

合
毎
に
四
救
」
五
枚
つ
ち
．

め
て
組
合
長
さ
ん
宛
に
，
逸
　
，
．
ギ

聡
慧
鑛
貿
樗
遜

」
今
残
は
全
戸
親
、

し
て
頂
く
こ
と
に
お
壌
い

ナ
。
．

犠
の
の
舗
需
慧

っ
て
い
ら
れ
る
か
い

な
い
で
下
さ
い
9
そ
し
て
－

．
目
を
通
し
て
下
さ
い
髄

「
な
る
ほ
ど
な
あ
」
．
み
轟
、
．

・
き
に
な
る
こ
と
は
な
自
国
～

か
▲
「
猫
善
」
と
云
う
・
欝

り
ま
す
、
村
報
も
編
垂
亨
，

の
「
ぴ
と
レ
轟
が
，
h
壁
画

て
は
な
ち
な
惣
と
愚
騒
　
岬
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
摯
趣
，
，

灘
署
茎
す
麓
勲

、
，
縫
疑
ぼ
．

、＼

㎏
即

言

岬

．
r

　
甫
肱
．
一
L
「
．
　
　
・
、

幽
護

　　、

甑
r電　　　’

匹

｝
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